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官士山の函高山帯広葉樹林

一一一富士山の森林植生第 V報本)一一

遠山三樹夫

(北海道大学農学部応用植物学教室)

Upper deciduous broad-leaved forests of恥1t.Fuji 

- Forest vegetation of Mt. Fuji V一

By 

Mikio TOHYAMA 

(Botanical Institute， Faculty of Agriculture， Hokl世 idoUniversity) 

まえがき

富士山の亜高山帯には針葉樹林が良く発達しているこ

とはすでにのべたが13，16)，更にこの針葉樹林の上部に広

葉樹林がみられる。すなわち森林限界付近のダケカンパ

林とミヤマハンノキ林がこれである。ハイマツの分布し

ない富士山で、は，これら広葉樹林がカラ 7 ツ林14)と共に

木本群落の上限となり，これより上部は斑点状にオンタ

デ， ミヤ 7 オ卜コヨモギ， ムラサキモメンヅノレなどの草

木が集落をつくるのみである。 富士山には海技 2500m 

を上下しつつその中腹を一周するお中道とL、う歩道があ

り，このお中道はしばしばダケカンパ林を横切るので，

観察には好都合である。しかし南東斜面は宝永山噴火の

影響が大きく，厚い砂際の層におおわれ，森林はし、まだ

回復せず，お中道も無植被の砂疎地帯を通っている。こ

の斜面にあってはこれら広葉樹林は 1800m If付近まで下

降している。本報では富士山のダケカンパ林とミヤ 7 ハ

ンノキ林についての調査結果を報告する。

本報を草するにあたり，終始懇篤なるご指導をいただ

いた北大名誉教授舘脇操博士に深甚な謝意を表する。ま

た調査に際してご協力をいただし、た北大農学部伊藤浩司

助教筏に感謝する。さらに調査に際して種々便宜を与え

られた静岡営林署，沼津営林署各位に感謝の意を表する

次第である。

群落調査

1. ダケカンパ林

富士山におけるダケカンパの分布は，垂直的にみる

*)第 I報北大農邦文紀.5-3. 111 ~ 124 (1965). 

第 III報北大農邦文紀.5-3. 125~ 137 (1965) 

と，かなり広い範胡にわたって分布し下限はおおむね

1600 m，上限は 2800m に達している。特に森林限界附

近にはその純林が発達し，カラ 7 ツ林， ミヤマハンノキ

林と共に亜高山帯上部の森林を形成している。亜高山帯

針葉樹林の発達する 15()i)mから 2300mの間では単木

的に散生するのみで，純林をみることはほとんどなし、。

しかしながら南東斜面では前述した宝永噴火の影響によ

りダケカンパ純林も 1900m附近にまで下降している。

ダケカンパ林の標準地としては4帯状区を設定して，そ

の群落を解析した。帯状区の位置は第1図に示す。

[1. aj帯状区 (25X5)m2 ダケカンパーコケモモ基群

集斜面 N 傾斜200 海t友高 2350m. 
本帯状区は山梨県富土山県有林24林斑に属し，お中道

の古御獄神社と御庭の聞にみられるダケカンパ林に設定

した。ダケカンパの樹高は 3~ lO m にわたるが，多くは

6~9m である。 1~4m の樹高をもっミヤマハンノキが

少数混生している。胸高直径は 2~28cm とばらつくが

平均は 16cmを示す。多くの幹は雪圧のため基部は下

に向って旬匂している。この傾向は森林限界のダケカン

パ林に共通しいずれの帯状区でも同様の現象がみられ

る。林床は高さ1O~20cm のコケモモが優占している。

コケモモ以外に量的にみるべき種類はなく，わずかにカ

ラマツやダケカンパの干住十苛， ミヤ 7 ヤナギ， ミヤ 7 フタ

パラン，メイゲツソウが散生するのみである。本帯状区

の林木配置並びに樹冠投影を図示すると第2図，樹高お

よび胸高直径階別本数を表示すると第1，2表，また林床

植物を表示すると第3表となる。

[1. b]帯状区 (50x5)m2 ダケカンパ ハクサンシヤ

第 II報 日生態会誌.15-4. 139~ 142 (1965). 

第 IV報北大農邦文紀.6-1. 1~33 (1966) 
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第 1図標準地位置図

Fig. 1. Experimental plots. 

長
第2図 [1. a]帯状区ダケカンバーコケモモ基群集

Fig. 2. [1. a] belt-transect in the forest of Betllla Ermanii 

(Betllla Ermaniト Vaccinill1nVitis・Idaeasoc.) 
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第 1表 [1. a]帯状区樹高階別本数表

Table 1. Number of trees in each height grade in the [1. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 1 2 3 4 5 6 7 8 9 Tota¥ 
計Species 樹 種 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Betula E円nan11 jlケカンノξ 1 1 1 5 6 5 2 21 

Alnus ]'.{aximowiczii ミヤマハンノキ (A) 1 1 3 

Tota¥ 計 1 2 1 1 5 6 5 2 24 

第2表 [1. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 2. Number of trees in each diameter grade in the [1. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 4 6 8 10 ~ M ffi a ~ ~ a Tota¥ 
言十Species 樹 種 4 6 8 10 ~ M ffi lli ~ ~ a ~ 

Betula Ermanii jlケカンパ 1 1 2 1 3 1 2 1 2 3 3 1 21 

Alnns Li1axil/lowiczii ミヤマハンノキ (A) l 1 1 3 

1'ola] 計 1 2 3 2 3 1 つ】 1 2 3 3 I 24 

第3表 [1. a]帯状区林床植物一覧表

Table 3. Cover degree and frequency of the p¥ants in the [1. a] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名
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c011zpacta f. colorans メイゲツソウ

+ V + + + 
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クナゲーコケモモ墓群集 斜面 NNW 傾斜 250 海抜

高 2390m Photo 1. 

本帯状区は山梨県富士山県有林31林班に属し， [1. a] 

帯状区よりやや御庭寄りのお中道より上部にみられるダ

ケカンパ林に設定した。ダケカンパの樹高は 2-7mで

あるが，その大部分は 5-7mである。胸高直径は 4-

28cmにわたり，平均直径は 12.6cmとなる。なお混生

樹種としてシラビソをみるが， わずかに樹高が 3.5m，

1.5mの2本のみで，それ以外には稚樹もみられなかっ

た。低木層には樹高 1-2mのハクサンシャクナゲが群

生しわずかながらミヤ 7 ハンノキもみられる。そして

さらにその下に高さ 5-15cmのコケモモが優勢であ

る。しかし[1.a]帯状区にみられるコケモモの層のよう

に密でなく C.V.=5500を示し，ハクサンシャクナゲの

密なところではコケモモがやや疎となり，前者の疎なと

ころでは後者が密になる関係がある。その他3 林床植物

にt土コパノイチヤクソウ， ミヤ 7 フタパラン，ベニノぜナ

イチヤクソウがみられる。本帯状区の林木配置並びに樹

冠投影を図示すると第3図，樹高および胸高直径階別本

数を表示すると第4，5表，また林床植物を表示すると第

6表となる。

[1. c]帯状区 (25X5)m2 ダケカンパーヒメノガリヤス
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50.. 

第3図 [1. b]帯状区夕、ケカンバーハクサンシャクナゲ コケモモ基群集

Fig. 3. [1. b] belt-transect in the forest of Betula Ermanii (Betula Ennanii 

Rododendron F.ιω-iae-Vacciniu!il Vitis-Idaea soc目)

第4表 [1. b]帯状区樹高階別本数表

Table 4. Number of trees in each height grade in the [1. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 2 3 4 5 6 Total 
計

Species 樹 種 3 4 5 6 7 

β'etula Ermanu 夕、ケカンパ 3 4 7 9 26 49 

Abies Veitchii シラピソ (A) 1 1 

Total 計 3 5 7 9 26 50 

第5表 [1. b]帯状区胸高直径階日1¥本数表

Table 5. Number of trees in each diameter grade in the [1. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 6 8 10 

Species 樹 種 6 8 10 12 

Betula ErmantI 夕、ケカンノご 】つ 8 5 5 

Abies Veitchii シラピソ (A) 1 

Total 計 吋つ 8 5 6 
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第6表 [1. bJ帯状区林床植物一覧表

Table 6. Cover degree and frequency of the plants in the [1. b) belt-transect 

Distance (m) 距 自民 O 5 10 15 20 25 30 35 40 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

Abies Veitchii シラビソ 1 
(1.5 m) 

Sorbus COllllllixta ナナカマド

Rhododendron F auriae 
5 5 2 5 3 5 5 5 5 ハクサン、ンャクナゲ

Alnus l¥{axill1o叩 lCZll ヤマハンノキ 1 1 
一一一一一一一一一一一一千・・ーー戸・ーーーーーーー一一一一一一一一一一一一ー・ー・一一一一-.- 一一一・一品ー

Vacciniu叫 Vitis-Id.αea コケモモ 4 3 5 4 5 4 3 3 

乃rolaa今lna コハノイチヤクソウ +十十十十++ + 
Listera nitρOJllCa ミヤマブタパラン + + + + + + + + 
Pyrola incarnata ベニバナイチヤクソウ 十十++ + 

基群集斜両 SW 傾斜 350 海抜高 2730m Photo 2. 

本帯状区は静岡営林署管内の富土山国有林74林班に

属し，富士宮口登山道5合目より大沢に向うお中道の下

部に発達したダケカンパ林に設定した。この附近は大沢

右岸に次いで木21JE群落が上昇しているところでうその高

度は2750mに達している。帯状区内のダケカンパは樹

高 4-6m で，~部は著しく旬認する。)j旬高直径は 4-

12cmあり，他のダケカンパ林に比して直径値のばらつ

きが少ない。林床は明るく，草木層Jこはヒメノガリヤス

が優占する。その他，コガネギク， ミヤ 7 ヒゴタイ， グ

ンナイフウロ<'イヅノレソウ， クノレ 7 ユリ， コパノイチ

ヤクソウなどをわずかながら混生ずるD 本部状区の林木

配置並びに樹冠投影を図示すると第4図，樹高および胸

高直径階別本数を表示すると第7，8表，また林床摘物を

表示すると第9表となる。
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[1. d]帯状区 (40X5)m2 ダケカンパ イワノガリヤ

ス基群集斜面 E 傾斜 25
0
海抜高 2040m. 

第 4図[1.c)帝状区ダケカンバ ヒメノガリ

ヤス群1左集

木情状区は沼津営林署管内の富士山国有林 100林班に

属し，須走日下山道(砂走り)の 2合5勺の小屋から古御

岳ネ1¥1社に通じる歩道沿いにみられるダケカンパ林に設定

Fig. 4. [1. c) belt-transect in the forest of 

Betula Erlllanii (βetula ErmanIi 

(二:alamagrostishakoncnsis soc.) 

第T表 (1. c)帯状区樹高階別本数表(株単位)

Table 7. Number of trees in each height grade in the [1. c) belt-transect 

Height (m) 樹 高 4 5 Total 

Species 樹 種 5 6 
計

Betula Erlllanロ グケカンバ 2 8 10 

Total 計 2 8 10 

39 
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第8表 [1. c]帯状区胸高直径階本数表(幹単位)

Table 8. Number of trunks in each diameter grade in the [1. c] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 6 8 10 

Species 樹 種 6 8 10 12 

Betula E円namz ダケカンパ 4 6 3 2 

Total 計 4 6 3 -つd 

第9表 [1. c]帯状区林床植物一覧表

Table 9. Cover degre巴 andfrequency of the plants in the [1. c] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Calamagrostis hakonensis 乙メノガリヤス 5 5 5 5 5 

Solidago decurrens コカ。ネギク + + + 十 十

Saussurea trψtelな f.1Ilajor 
十 + 十 + ミヤマヒコタイ

Geranium erioste1llon var. Reinii 
+ + グンナイフウロ

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ 十 + 
Lilium medeoloides クノレマユリ + + 
時rolaalpina コバノイチヤクソウ + + 
Ostericum Florentii ミヤマニンシン + 
Fragaria nijりponica ジロベナノヒベイチゴ + 

第 5図 [1. d]帯状区ダケカンパ イワノガリヤス基群集

Fig. 5. [1. d] belt-transect in the forest of Betula Ermanii 

(Betula Ermanii-Calamagrostis L仰 gsdorffiisoc.) 
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第 10表 [1. d]帯状区樹高階別本数表

Table 10. Number of trees in each height grade in the [1. d] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 7 8 9 10 Tota! 

Species 樹 積 7 8 9 10 11 計

Betula Ermanii ダケヵ γノミ 2 3 8 14 5 32 

Total 計 2 3 8 14 5 32 

第 11表 [1. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 11. Number of trees in each diameter grade in the [1. d] be!d-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 6 8 10 ~ U ffi W a ~ ~ a ~ 
Tota! 

Species 樹 種 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 30 32 計

Betula Ermanii ダケカンバ 1 1 1 2 1 5 9 6 3 1 1 1 32 

Tota! 計 1 1 1 2 1 5 9 6 3 1 l 1 32 

第 12表 [1. d]帝状区林床植物一覧表

Table 12. Cover degre巴 andfrequency of the plants in the [1. d] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Prunus l¥laxunowiczii ミヤマザクヲ + + 十 :旺

Sorbus commixta ナナカマド 十 + I 

Leucothoe Grayana var. glauci:河d + I 
ウラジロハナヒリノキ

Calamagrostis L仰 gsdorffii 5 5 5 5 5 5 5 5 V 8750 イワノガリヤス

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + + 1 1 + 1 1 + V 250 
Fragaria niPJうonica シロパナノへビイチコ + + + 1 1 + l V 188 
Saussurea triptera ヤハスヒコタイ + + 十 1 十 + lV 63 
Solidago decurrens コカネギグ + + 十 + 十 1II 

Ostericum Florentii ミヤマニンジン 十 + 十 十 十 1II 

Reynoutria japonica var. 
compacta f. colorans メイゲツソウ + + + + 1II 

Cacalia adenostyloides カニコウモリ + + + 1I 

Aconitum senanense ホソノζ トリカブト 十 十 I 

Clematis ochotensis ミヤマハ γショウヅル + + 工

Angelica hakonensis イワニンジン + 工

した。富士山におけるダケカンパ純林としてはもっとも

海抜高の低いところに発達したものである。ダケカンパ

の生長もよく，樹高 6-11m，その多くは 8-llmであ

る。胸高直径は 6-23cmとばらつくが，平均 20cmを

示し，他の 3帯状区に比しでかなり大きい。林床にはイ

ワノガリヤスが優占し'?イヅノレソウ， シロパナノヘビ

イチゴ，ヤハズヒゴタイもかなり目立った存在で，その

他，高木稚樹としてミヤマザクラ，ナナカマド，低木類の
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ウラジロハナヒリノキ，草木類のコガネギク， ミヤ 7 ニ

ンジン，メイゲツソウ，カニコウモリなどを散生する。

本帯状区の林木配置5lEびに樹冠投影を図示すると第5

図，樹高および胸高直径階別本数を表示すると第10，11

表，また林床植物を表示すると第12表となる。

2 ミヤマハンノキ林

富士山におけるミヤマハンノキの分布は，その東斜面

で 1500m付近まで下降し下限となり，西斜面で 2900m

に達して上限となる。前述のダケカンパ林とよく似た分

布をするが，針葉樹林内に単木的に散生しない点で著し

い相異をみせる。また大規模な'lifo落はほとんどみられ

ず，ダケカンパ林の縁辺に傾斜にそって帯状に出現する

ことが多い。地形的には沢筋に分布しまたダケカンパ

より先駆的で森林限界を越えても時に旬包]して点生す

る。ミヤマハンノキ林の標準地として 2帯状区を設定し

た。その位置は第1図に示す。

[2. a]帯状区 (40X5)m2 ミヤマハンノキ コケモモ

基'lifo集斜面 N 傾斜 20
0
海抜高 2380m Photo 3. 

本市状区は山梨県富士山県有林31林班に属し，精進

口登山道の古御獄神社より御庭に向うお中道を約 700m

進んだ附近にみられるミヤマハンノキ林に設定した。

ヤマハンノキの樹高は 1-6m，多くは 2-5mである

が， 幹は勾創し， 時にその長さは 9mに及ぶものもあ

る。林中にダケカンパをわずかに混生する。胸高直径は

1-16cm，その多くは 4-10cmである。なおミヤマハ

ンノキは根ぎわより，かなりの萌芽が出ており萌芽再生

の傾向がみられる。帯状区は小御獄流とl乎ばれる沢の下

方に位置する。このあたりは融雪期に砂礁の流入があ

り，そのためか，林床の植被は疎で，約 30~もは砂礁が露

出している。林床植被の大部分はコケモモに占められ，

c.v. '= 4031を示す。そしてベニバナイチヤクソウが帯
状区の上端に小集落をつくる。その他，林床にはダケカ

ンパの稚樹，ハクサンシャクナゲの稚苗がみられ，草木

類としてメイゲツソウ， ミヤ 77タバラン， コパノイチ

ヤクソウが生じる O 木帯状区の林床配置s¥fz.びに樹冠投影

第6図 [2.a]帯状区ミヤマハンノキ コケモモ基群集

Fig.6. [2. a] belt-trans巴ctin the forest of A.lnus Jo.laxilllowiczii 

(A.l河川 Maximowiczii-Vaccinium Vitis-Idaea soc.) 

第 13表 [2. a]帯状区樹高階別本数表(株単位)

Table 13. Number of trees in each height grad巴 inthe [2. a 1 belt-transect 

Height (m) 樹 向 1 2 3 4 5 
Total 

Species 植物名 2 3 4 5 6 計

Alnus Maximo四 ICZll ミヤマハンノキ 1 8 13 4 26 

Betula Ermanii ダケカンノく (B) 1 “ つ 1 4 

Total 計 1 8 14 6 1 30 
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第 14表 [2. a]帯状区胸高直径階別本数表(幹単位)

Table 14. Number of trunks in each diameter grade in the [2. a] belt-transect 

B"H.D. (cm) 胸高直径 O 2 4 6 8 10 12 14 Total 
計Species 樹 種 2 4 6 8 10 12 14 16 

Alnus l'daximowIczii ミヤマハンノキ 3 9 17 21 11 9 2 1 73 

Betula Ermanii }Iケカンパ (BI 1 2 3 6 

Total 計 3 9 18 23 14 9 2 1 79 

第 15表 [2. a]帯状区林床植物一覧表

Table 15. Cover degree and frequency of the plants in the [2. a] belt-transect 

Distance (m) 距 再i任 。 5 10 15 20 25 30 35 
F. c.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Betula En叫anu ダケカ γノく 十 十 + + 十 + IV 

Rhododendron Fauriae 
寸 + 十 + JI[ ハグサンシャグナケ、

一一一一一一一一一一一一明一一一一一一一一一一一一一ーー

Vaccinium VitiトIdaea コケモモ 4 4 4 3 3 2 3 1 V 4031 

乃rola 刀carnata ベニバナイチヤクソウ + 2 工 219 

Reynoutria japonica var. l I 63 compacta f. colorans メイゲツソウ

Listera nijψomca ミヤマフタパラ γ + + + E 

Pyrola吟 ma コパノイチヤクソウ + 十 I 

を図示すると第6図，樹高および胸高直径階別本数を表

示すると第13，14表，また林床植物を表示すると第 15

表となる O

[2. b]帯状区 (15x2.5)m2 ミヤマハンノキーイワノ

ガリヤス基群集 斜面 NE 傾斜30
0
海抜高 2470m

Photo 4. 

本帯状区は山梨県富士山県有林 18林班に属し吉田

口登山道6合目から須走口登山道5合5勺に向うお中道

の上部にあるミヤマハンノキ叢林に設定した。ミヤマハ

ンノキの樹高は低く， 1~3m で，ダケカンパを少数混生

する。根元直径も 1~8cm と細心根ぎ、わより多数叢生

している。林床にはイワノガリヤスが優占し，ヒメゴヨ

ウイチゴもかなり生じている。その他， コガネギク，メ

イゲツソウ， クルマユリ， ミヤマハンショウヅノレを少数

混生している。本骨子状区の林木配置並びに樹冠投影を図

示すると第7図，樹l寄および胸高直径階別本数を表示す

れば第 16，17表，また林床植物を表示すると第18表と

なる。
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 第7図 [2. b]帯状区ミヤマ八ンノキーイワノカリヤス基群集

Fig. 7. [2. bJbelt-transect in the forest of Alnus 

Maximowiczii (Alnus Maximowiczii-

Calamagrostis Langsdorffii soc.) 
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第 16表 [2. b]帯状区樹高階別本数表(株単位)

Table 16. Number of trunks in each height grade in the [2. bJ belt-transect 

Height (m) 樹 高 1 2 Total 

Species 樹 種 2 3 計

Alnus Maximowiczii ミヤノハンノキ 7 11 18 

Betula Ermanii タケカンバ (B) “ ワ 2 

Tota! 計 7 13 20 

第 17表 [2. b]帯状区根元直径階別本数表(幹単位)

Table 17. Number of trees in each basa! diameter grade in the [2. b] belt-transect 

Basal diameter (cm)根元直径 O 2 4 6 
Total 

Species 樹 種 2 4 6 8 計

Alnus Maximowiczii ミヤノハンノキ 9 20 24 8 61 

Betula Errnanii ダケカンバ (B) 2 2 

Tota! 計 9 20 24 10 63 

第 18表 [2. b]情状区林床植物一覧表

Table 18. Cover degree and frequency of th巴 plantsin the [2. b] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 

Species 植物名 3 

Calarnagrostis Langsdorffii 
5 

イワノカリヤス

Rubus pseudoゾapomcus ヒメゴヨウイチゴ 1 

Solidago decurrens コガネギク + 
Reynoutria japonica var. 
compacta f. colorans メイゲツソウ

Lilium medeoloides ク/しマユリ

Clernatis ochotensis ミヤマハンショウヅノレ

まとめ

富士山の亜高山帯広葉樹林をその林床型からみると，

二つに大別できる。一つは禾本型でイワノガリヤス

([1. d]， [2. b])かヒメノガリヤス([1.c])が林床優占種と

なり，他の一つはHeath型であり，コケモモ([1.a]， [2. a]) 

が林床優占種となる。この場合住々にしてハクサンシャ

クナゲ([1.b])が低木層に出現する。この Heath型の群

落は北~北西斜面に多く分布する。すなわち北~北西斜

面は溶岩の露出が少なくほとんど砂礁の堆積したところ

であり， この環境条件により Heath型群落が発達した

3 6 9 12 
F. C.V. 

6 9 12 15 

5 5 5 5 V 8750 

+ + 1 1 V 300 

十 + m 

+ + E 

+ 十 E 

+ I 

ものと思われる。上述の二つの林床型とその分布は，森

林限界附近にみられるカラマツ林についても同様のこと

がし、える。

ダケカンパ群落についてはすでに各地から多数の報告

があり，種々論議されている。そしてダケカンパが陽樹

であり，土壊条件や水分条件に対してはかなり幅広い適

応性をもつこともよく知られている7，18，19)。 したがって

このようなダケカンパが群落を形成するのは，先駆群落

として発達する場合と，亜高山帯上部の森林限界附近に

発達する場合とがある。後者は積雪や季節風などが針葉

樹林の構成を阻止しここに適応力の強いダケカンパが
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群落を構成する。このような条件のもとでは，陽樹であ

るダケカンパも陰樹である針葉樹と交代することなく，

永久植物社会を形成するものと思われる。鈴木7)は亜高

111帯上部のダケカンパ林の成立要因として堆雪をあげて

いるが，表日本の山岳では積雪量もあまり多くなく，堆

雪より季節風の影響が大きいものと思われる。富土山の

ダケカンパ林にも上述の二つの場合があり，宝永噴火の

影響を大きく受けて他物帯の下降が著しい東南斜面にみ

られるダケカンパ林は，先駆群落であり，お中道に上下

して出現するダケカンノミ林はむしろ後者に属するものと

考える。

ミヤマハンノキ群落についても多くの報告があり，と

くに林床型が禾本型のミヤ 7 ハンノキーイワノガリヤス

群落については，吉岡20)は八甲田山で，田中・吉井10)も

同じく八甲岡山で，舘脇は日光白根山15)と大雪山12)で

この群溶を記録している。 Heath~群落については舘脇

が樽前山11)で記録したミヤ 7 ハンノキーエゾイソツツ

ジ基群議がみられるが， ミヤマハンノキーコケモモとい

う群落はまだ他に報告をみていない。なお富士山がミヤ

マハンノキの分布南限であることを記しておく。

富土山の森林限界附近にみられたダケカンパ林， ミヤ

マハンノキ林，カラマツ林では，その構成要素が少ない

ことも注目に価する。そしてこれら 3群落は上層木の相

異こそあるが，その林床構成要素は量，質共によく近似

している。すなわち禾本型林床にあっては優占種のイワ

ノガリヤス，ヒメノガリヤスのf也に司ヤハズトウヒレン

(ミヤマトウヒレンを含む)，グンナイフウロ，クノレ 7 ユリ

の常在度が高く， Heath型林床にあっては優占種のコケ

モモの他に， ミヤマアタパラン，コパノイチヤクソウ，

ベニバナイチヤクソウの常在度が高い。
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Summary 

In the present paper， the phytosociological study 

is reported about the constructions of the upper 

diciduous broad-leaved forests of Betula Ennanii and 

Alnus Maximowiczii on Mt. Fuji. These forests are 

divided into two Typesー theGrass and the Heath 

ones. The under layer of the former is dominated 

by Calamagrostis hakonensis or C. Langsdorffii， 

while that of the latter by V，αccinium "T itis-Idaea， 
often associated with Rhododendron F.αu1'iae. In 

comparison of the flori"Uc compositions under con-

sideration， they are similar to each other. In the 

Grass Type Saussu1'ea t1'ψtera， Solidago decurr・'ence，

Lilium medeoloides etc. showed the high“Presence". 
ln the Heath Type Listera nipponica， Pyrola alpina， 

P. incarnata etc. showed t出hehigh 

The following six experimental plots were studied 

(Fig.1). 
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Sociation 

[1. a] Betula Ealllanii-V山 clnilllllVitis-Ida凶

[1. b] 13. Ermanii-Rhododendron Fallriac-V. Vitis-Id，山泣

いc] B. Erlllanii-CalalJlαgrostis hakoncnsi:、
[1. d] B. Er川削，zi-O.Langsdοrffii 

[2. a] Alnus， !vla:ci/llowiczii-V，山ClJllll/ilVities-Idaea 

[2. b] A目 Maxilllo日 iczii-CalalllαgrostisLangsdolがi
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The following table sho¥¥ s the numbers of the tables， the五guresancl the photos of the belt-transect in the 

present study 

Sociation Table Figure Photo 

I，2，3 2 

4， 5， 6 3 

7， 8， 9 4 2 

10， 11， 12 5 

13， 14， 15 6 3 

16， 17， 18 7 4 
一一一一一一

[1. a] Betula Enilanii-Vaccinulilt Vitis-1daea 

[1. b] 13. EalllanlI-Rlwdodendron Fauriae-V. Vitis-/dαea 

V. c] B. Ennanii-Calamagrostis Izakoncnsis 

11. d] B. Ermanii-C. Langsdorl声z
l2. a叶]Al仇nusMaxillloτvi，たCコjι一Va山￠υ~nωH川1 Vitμtムυ‘J、い-1，ιdaea
[ロ2.b川JA. Mα叫Xl山JI川nOl叩巴U山yば氾iμζC‘ヱ吋之ziiμi-C臼'alμaωωII叩JI川Jla噌五:gn伊rρグfrl門ro制v札削?丸JS山可
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Photo 1. ダケカンハ ハクサンシャクナゲーコケモモ主主lff立こ[1.b] 

Betula Er!llallu-Rhododendrol! }'auriae-V山;ciniu!Ili/iUs-Idaea soc， [1. b] 

Photo 2. タケカンハ ヒメノブJ リヤス主主irIと集[1.c] 

Betula Ermanii-Calalllagrosus halwnensis soc. [1. c] 

Plate 1 



Plate II 玄 1I1

Photo 3. ミヤマハンノキ コケモモtiUfi't仁[2.a] 

ィllnus?vjaょ:ww'Wれzii-Vacclnium Vuis-Idaea soc. [2. a] 

Photo 4. ミヤマハンノキーイワノ力リヤス :)j~Îir 集 [2. b] 

Alnus Jla:rimo'Wiczu-Calamagrostis Langsdorffii soc. [2. b] 


